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研究成果の概要（和文）：本研究は、歩行中の体幹加速度を計測することにより高齢者の歩行能力の把握や転倒
リスク管理の徹底化に寄与できる加速度歩行分析システムの構築を目指すことを目的として行った。足関節背屈
制限を模擬的に付加して歩行した際、立脚後期における床反力鉛直成分が変化し、加速度歩行パラメータである
自己相関関数ピーク比も床反力の変化に伴い対照群との有意な差を認めた。地域在住高齢者において、歩行速度
と体幹加速度より算出した自己相関関数ピーク比が将来的な転倒リスクと関連が大きいことが明らかとなり、転
倒群では非転倒群に比べて歩行中の足関節底屈・背屈角度、足関節角速度が有意に減少していることを示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to construct a novel accelerometry-based gait 
analysis system and contribute to fall risk prediction of the elderly. The immediate effect shows 
that the restriction to ankle dorsiflexion changes the gait pattern of vertical ground reaction 
force and trunk acceleration in a phase from mid stance to terminal stance. Gait speed and Amplitude
 peak Ratio calculated from trunk acceleration during walking remained as significant predictors of 
1-year prospective falls among community-dwelling older people. The ankle plantarflexion and 
dorsiflexion angle and ankle joint angular velocity during walking were significantly decreased in 
the faller group compared with the non-faller group. Gait analysis using an accelerometer might can 
predicts prospective fall risk in community-dwelling older people.

研究分野： リハビリテーション科学

キーワード： 転倒　歩行　体幹加速度　地域在住高齢者　リハビリテーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
加速度計を用いた歩行分析は、簡便性が利点として挙げれられるが、得られる加速度歩行パラメータは歩行全体
の特徴を示しており、詳細な歩行周期に対応した分析が行えない。本研究では、歩行中の足関節角度変化が歩行
中の床反力、体幹加速度に変化を及ぼすことを明らかとし、歩行中の足関節角度変化を検出できる加速度歩行パ
ラメータである自己相関関数ピーク比を算出した。また、地域在住高齢者の将来的な転倒リスクと加速度歩行パ
ラメータの関連性を検証し、加速度計を用いて歩行計測を行い、歩行速度に加えて体幹加速度から算出した加速
度歩行パラメータを測定することで高齢者の将来的な転倒リスクを検出できる可能性を明らかとした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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回帰係数 Wald オッズ比 有意確率

歩行速度 -3.009 6.990 0.005ー0.459 0.049 0.008
自己相関関数ピーク比 -3.886 4.114 0.000ー0.88 0.021 0.043

95％ CI
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